
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見学・入会ご希望の方は、下記までお問い合わせください。 

播磨町郷土資料館  電話 ： ０７９－４３５－５０００ 

〒675-0142 加古郡播磨町大中１－１－２ 
開館時間：【４月～９月】午前 9時３０分～午後６時、 【１０月～３月】 ～午後５時 

古文書を学ぶ会 

活動内容 

歴史の扉をひらくきっかけとして 
古文書を学んでみませんか 

 播磨町郷土資料館  

【日  時】 毎月 第３土曜日（原則）  午後２時～ ４時 

【場  所】 播磨町郷土資料館 学習室 

【年会費】 2,000円      【会員数】１３名（R７年４月現在） 

◎江戸時代中期の播磨町古文書『愚
ぐ

胸記
きょ うき

』を２年がかりで

解読し、現代語訳にまとめた。（令和５年３月、播磨町郷

土資料館より発行。資料館窓口で販売中。） 

◎現在は、播州
ばんしゅう

で有名な『義
ぎ

臣伝
しんでん

実記
じ つ き

』を解読中。 

※赤穂浪士の吉良邸討ち入りまでの１年間、隠れた 

苦労とその背景について詳しく読み解きます。 
「愚
ぐ

胸記
き ょ うき

」―現代語訳

左
の
古
文
書
は
、
『
愚
胸
記
』
の
一
部
で

す
。右
３
行
目
か
ら  

 

「
夫
故
諸
軍
書
を
見
、後
ニ
ハ
能
く 

合
点
ニ
入
り
多
ク
見
申
、
其
上
買
求 

テ
モ
読
申
也
、
初
ハ
唯
面
白
ク
テ 

見
候
へ
共
」 

 
「
そ
れ
ゆ
え
諸
軍
書
を
見
、
後
に
は
よ
く

合
点
に
入
り
多
く
見
申
し
、
そ
の
上
買
求

め
て
も
読
み
申
す
な
り
、
初
め
は
た
だ
面

白
く
て
見
そ
う
ら
え
ど
も
」 

 

と
な
り
ま
す
。 
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百人一首の原文文字や、街角で見か

ける店の「のれん」の文字が読めて楽

しい！ 

【問】さて、この「のれん」の字は？

 
【答】 生楚者゛(きそば)※注１ 

寺や公園にある芭蕉や

蕪村の句碑や道標が

読めるようになり、積極

的にそれらを見ようとす

るようになって楽しい！ 

 

歴史上の人物ジョセフ・ヒコの

『漂流記』を読み、アメリカ人の生

活に驚きながら、懸命に生きたヒ

コの感動を共有できてうれしい！ 

江戸時代へ一緒にタイムスリップしませんか。 

今まで目にしていた景色が 

ちがって見えてくるかもしれません。 

  

〇うれしい！ 

〇楽しい！ 

〇おもしろい！ 

浮世絵や掛け軸などの文字が読めて、内容がわか

り、おもしろかった。 

たとえば「春
はる

夏
なつ

冬
ふゆ

二
に

升
しょう

五
ご

合
ごう

」と書いてあり、これは、

「秋ない升升半升」（商
あきな

い益
ます

々
ます

繁
はん

昌
じょう

）と読み、江戸

時代のしゃれっけがおもしろかった！  

             ー「字
じ

謎
なぞ

」という文字遊びー 

会員の声 

読めて 

梅谷七右衛門清政の『愚

胸記』から、播磨町の江戸

中期の村や生活の様子が

わかっておもしろかった！ 

播磨町の道標（川端） 

（
す
く
）
※
注
２ 

春
く  

高
砂 

 

道 
 

【
意
味
】
す
く 

→ 

そ
の
ま
ま 

ま
っ
す
ぐ 

※注１･２ 
以下３文字は、 
変体がな 
楚(き) 者(は) 
春(す)   


